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 はじめに
本稿は、戦略的人的資源管理 (strategic human resource management :
SHRM) 論における普遍的アプローチ (best practice approach)、適合的アプ

















































に関しては拙稿 (2012) を参照されたい。ただし本稿では拙稿 (2012) における ｢HR
戦略」と同様の意味で「人事戦略」の用語を用いている。















































的に研究する上での嚆矢と認識されており (Wright and Boswell 2002, p. 251 ;
Kaufman 2010, p. 287)、これ以降、特定のベストプラクティスと業績との関
連を実証的に検討する研究が多く見られることとなる。
さらに、普遍的アプローチの研究が進展するにつれて､「高業績人材マネ
ジメントシステム」(high-performance work systems : HPWSs)6) の概念が戦
略的人的資源管理論において定着したことは注目に値する。高業績人材マネ
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5) Pfeffer (1994) では16の人事慣行群を提示しているが、Pfeffer (1998) では統合や省
略によって７つに集約されている。








ナジーや補完性を人材マネジメントシステムに求める (橋場 2005､ 10頁)。
つまり、高業績人材マネジメントシステムは、労働者の能力・態度の向上や
改善に積極的にはたらきかけるという普遍的アプローチの基本的思考を維持
しつつ、人材マネジメントシステム内の内的適合 (internal fit) に焦点を当
てる。この高業績人材マネジメントシステムが現在の普遍的アプローチを代
表する、換言すればベストプラクティスとほぼ同義で扱われる概念であり














Truss and Gratton (1994) は、人的資源管理や人事労務管理 (personnel man-
agement : PM) と戦略的人的資源管理の違い、すなわち戦略的人的資源管理
がもつ固有の特性として、組織が直面する様々な環境と人事諸慣行・施策と
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7) Becker and Huselid (1998) ; Datta, Guthrie and Wright (2005) などが挙げられる。
8) 初期の適合的アプローチの代表としては、Miles and Snow (1984) ; Schuler and Jackson
(1987) ; Lengnick-Hall and Lengnick-Hall (1988) などが挙げられる。
の相互作用を検討するような、包括的な側面を指摘している (Truss and
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の分析レベルの相違という観点から議論されるべきであると述べている




適切である。Boxall and Purcell (2011) もまた、企業が実際に採用する人事
慣行・施策は様々な状況要因の影響を受けて変化するが、その背後にはどの
企業にもあてはまる一般原理としてのベストプラクティスが存在すると述べ







































事施策・慣行群のシステム」(Datta, Guthrie and Wright 2005, p. 136) を意
味する概念であるとみなされている。また、それを構成する各人事施策・慣
行は、従業員の参画の増大、豊富な訓練、インセンティブの提供などがその
中心となっており (Appelbaum et al. 2000)、従業員への投資を重視する各雇
用慣行と、下位の従業員への権限移譲、チーム労働などの作業条件の設定に
関する諸慣行に大別できる9)。高業績人材マネジメントシステムと同様の意
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1985) やハイインボルブメント・マネジメント (Lawler 1986)、革新的雇用
慣行群 (innovative employment practices) (Ichniowki, Shaw and Prennushi
1997)、革新的作業慣行群 (innovative work practices) (Osterman 1994) な
どの概念・用語は、それぞれ強調する点は異なるものの (Ramsay,
Scholarios and Harley 2000, p. 503)、基本的には高業績人材マネジメントシ














資源ベース理論 (Resource-Based View : RBV) は、企業の有する経営資源
が競争優位の源泉となり、有形・無形の資源とそれを用いる企業の固有能力
であるケーパビリティの効果的な蓄積・活用が企業の戦略策定上重要な地位








い (Barney 1991 ; Amit and Schoemaker 1993 ; Bogaert, Martens and
Cauwenbergh 1994 ; Dierickx and Cool 1989)。また、AMO理論 (AMO the-
ory) は、個人のパフォーマンスの増大が A (Ability : 能力)、M (Motivation :
動機)、O (Opportunity : 機会) の向上によってもたらされることを示してい








































伴うコストという側面が看過されている (Gerhart 2007, p. 330)。たとえば、
高業績人材マネジメントシステムの有効性を業界の特性との関連から検討し
た Datta, Guthrie and Wright (2005) は、今後の研究課題として「我々は、
(高業績人材マネジメント―引用者) システム実行に伴うコストについては















の間での因果関係が不明確という点である (Chartered Institute of Personnel
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るとはいえないとの主張が見られる (Godard 2001 ; Ramsay, Scholarios and
Harley 2000)。その一方で、Appelbaum et al. (2000) は、高業績人材マネジ
メントシステムの採用はストレスの増加とは無関係であると論じており、従
業員にとっての便益は大きいと主張する (Appelbaum et al. 2000, p. 20)。ま
た、Wood and de Menezes (2011) は個人の職務充実と従業員の職務満足お
よび充実感に正の相関が発見された一方で、職場レベルでのチームワーク志
向や集団での訓練の採択を意味するハイインボルブメント・マネジメントと
















ではない。Becker and Gerhart (1996) は、各論者間で高業績人材マネジメ
ントシステムを構成する各雇用施策・慣行について統一的なものが存在しな
いことを鋭く指摘し (Becker and Gerhart 1996, pp. 784785)、さらに、かか
る指摘を受けて Boxall (2012) は高業績人材マネジメントシステムという用
語そのものが記述的ではなく、その性質を特定することが困難であることを
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